
新型コロナウイルス感染症の感染拡⼤防⽌に係る出席停⽌(公⽋)について 

 

令和 4年 12月 15日更新 

南九州学園 新型コロナウイルス感染症対策本部 

 事由 必要書類等 出席停止（公欠）期間 

① 新型コロナウイルス感染

症に感染した場合（検査

で陽性となった場合） 

コロナウイルスに罹患したこ

とが分かる資料 

 

・発熱等の主要症状が出た日または

検査により陽性が判明した日から、

医師により治癒したと診断されるま

で、もしくは、保健所から指示された

期間とする。 

② 保健所等から感染者の濃

厚接触者に特定された場

合 

なし ・陽性となった場合は①のとおり。陽

性以外の場合は、保健所等の指示す

る期間。 

③ 発熱等の風邪の症状があ

る場合 

 【事後報告の場合は公

欠扱いとなりません】 

なし ・発熱等の主症状が出た日から、医

師により感染の恐れがないと診断さ

れるまで、もしくは、大学・短大が出

席停止を指示した期間までとする。 

④ 同居する家族等が保健所

から濃厚接触者に特定さ

れた場合 

なし ・家族等が検査を受ける段階の登学

停止は不要とするが、本人や家族等

に発熱がみられるなど、感染が心配

される場合は登学自粛（公欠）を認

める。 

⑤ 新型コロナワクチン接種⽇

と授業が重なった場合  

接種証明書の写し 接種は、希望により公欠を申請する

ことができる。ただし、試験日と試験

前２日間及び集中講義期間と集中

講義開始前２日間は除外（公欠には

なりません）。可能な限り学業に影響

のない日を選んで接種すること。 

⑥ 新型コロナワクチン接種

後、それに起因すると思わ

れる副反応が認められる

場合 

（講義受講が困難な場合

※） 

接種証明書の写し ・副反応により自宅療養した期間は

公欠として扱う。接種当日を含め最

大３日までとする。 

（１回の接種毎に対象とする） 

・咳、息切れ、鼻水、咽頭痛、味覚嗅

覚の消失などの症状がある場合は

③。 

※ワクチン接種後に発熱、倦怠感、頭痛、悪寒、筋肉痛などの副反応と思われる症状が見られ、登

学が難しい場合、無理をせずに自宅療養してください。 

※ いずれの場合も、速やかに学生支援課に連絡をしてください。 


